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作鳥獣害対策の現場か ら ( 2 ) …………………竹 田 回 日 圏 直方

; l 度 …害集落一 一係者 行政 ;
; 野猿被害対策 に つ い て ( 滋賀 嬢 ) 一一味 … 野猿 …叶
品 会， お よ び こ れか ら の猿害対策 に 対 す る 討論会 を 開 4
T た なかまさ川 1HL 今後必要 と な る べ き 対策対法 に つ い て ， 話 し合い 1! (滋賀県伊香郡西浅井町役場産業観光課 田 中 昌幸) を行っ た。 そ の後 も い く た び と な く 勉強会お よ び討論 ij 西掛町は， 滋賀県の北部， 琵琶湖の最北端に位置 会を重ねた後， 被害の一番多 い地区 を モ デ川区に指 i

東西約 問 で 総面積 定 獣害対策協ー … 新
kl112 を 有 し， そ の う ち 約 82% を 111林が 占 め て い る 。 た な る 猿害対策 を 開始 し た。
三方 を 山で固 ま れ， も う 一方は琵琶湖に面 した人口約 ( 1 )  野猿の行動調査お よ び被害調査 + 
5 ， 000 人の小 さ な町であ る 。 今 ま で全 く わかっ て い な か っ た野猿の， 行動パ タ - i

7， 8 年前 よ り 野猿 に よ る 被害が発生 し は じ め， み ン， 行動時間， 行動エ リ ア， 被害 レ ベjレ を は じ め と す +

+
る み る 被害が拡大 し て い く 中で， い ろ い ろ な対策が諮 る生態全般の調査 を， 福井県獣害総合研究所の協力 を ;

+ じ ら れて き た。 得て開始 し た .;，
; 主 な対策 と し て は， 爆音器， サ ウ ン ド パ ン チ ャ ー 調査の手始め は， ま ず野猿の補獲か ら 始 ま っ た。 ぃ ;にの声 爆竹 ー を閉 山 銃器 山 っ た い被ー ら す 猿群 は何削 る の カ 何寸

駆除が通例であ っ た。 し か し， 爆音著書 も 設置後一週間 のか量 り 知れず， 補獲 し た猿に 次々 に電波発信器を装
で野猿が慣れて し ま い， 爆音器の横の水田， 畑が被害 着， 運 よ く 3 頭発信器 を 装着 し た 後 に 再補獲 し た 猿 +

4 に あ い， ま た サ ウ ン ド パ ン チ ャ ー も 同様であ っ た。 銃 は， 両者の 3 群 の い ずれ か に 属 し て い る こ と がわ か +ドー除 … て も 剛一加 … り こ の地域 に 吋が出没 … こ と が早期に叫
が， 被害は少 し も 減っ て く れな い な ど， 対策 と は反対 明 し， 本格的な調査 を展開す る こ と がで き た。 ; 

; の結果が表れて 山 こ の調査 を行っ て い く う え で一番大切な こ と 比 野 i
+ 事態の深刻 さ と は裏腹に， 里子猿に よ る 被害は年々 増
+ 園田艦鯛韓 併勝明暗棚摺，.. Ã"由時間開醐醐"..... .-醐開 + 品 加 し つ づ け， 平成 7 年度 末 に は本[lIJの 農用地面積約 醒輯轄融 属議議 d議議暴露議伊三編輯欝感 + 
r 527 ha の う ち ， 約 3 分 l に 相 当 す る 1 70 ha が被害 を ー欄郵吋附ご附縁切協迦蝿歯車盤 工
; 受けた。 開謝 野が守!?問ず宮 +醸覆7怒翠罷 rt:"ァー覆 ヲ 羽E 滋鵬購 + 
+ 対策 を行っ て も 被害が後 を 絶 た す\ 被害地 の農家 臣議付額顎掴 t_.�'. _ 霊I j 調.1 1 欝罷襲警 + 監察溺守護軍関; 日鞠縦断8 ï�強盤 ， I ぷ_ I �嬢繍 + 
+ (山 に近接 し た農地 を 持 つ 農家) は， 年々 耕作 を放棄 塵遡艦盤機細菌雇 撤謁畿謹九百遁盟匙通量醤機 + 置聞置謹醤諸色 .， 麟' "暗鶴岡盟関.橿醤-麟調111 + j

- 荒一日， 被害地の拡大叫が き Fで藩〆管理璽覇 +f 藩Jr理る 甥鶴需要議 +かな く な り ， 今 ま での被害対策の抜本的な改革が必要 E a糧自画Fヤ践と二設機畿運区劉 + 
? に な っ た。 由品孟孟干 潟喝� 叩て凶極量盟 ? 醒覆聾伊康弘品寝 内 戦時 と .寝層調 + 十 一一策協議会 欝ザ .-.�，品点圏 j

今 ま での被害対策の失敗の要因 と し て， 第ーに そ の 勉強会， 対策協議会 4 
Z 場限 り の対処ばか り であ っ た こ と が挙 げ ら れ る 。 野猿 1 1 の出没の際に銃器に よ る 駆除 を行っ た り ， 追い払い を 廻臨留置置園田園田鶴轟轟量置 --m 鳴議畿通 t i 行 う が， そ れ も 作物の収穫時期のみであ り ， 収穫後の 遭盟副圃鵬盤解 ? 曹 3 + 水田 に は落穂拾い に 出 て く る 猿が多数見 ら れた も の の i曹醸関麗鱗欝翻r ・ 曹 4 
+ 対策 を行っ て い なか っ た のが現状であ っ た。 温襲醸襲撃鞠輔盤緩翠翠盤盤、 守 ιυ.-J 可I + ! 第二に野猿に対す る 知識 も 少な く ， 農家は被害 に よ 機額鱗懇傘露機誠治1!1!ノ 議 ! ; る苦'1育 を岡Tにぶつ け る こ と に よ り ， 被害に遭っ たや り 藤毅鱗戸常 1 Pτ ダヘ綾 ; ; き れな さ を解消， ま た 町の担当者 は， 苦情に対す る 対 配線十\ • á;!，_Ý' ，.，. 鰯 ; 
+ 応 を行う だけの， 両者 と も 野猿に対す る被害を先送 り に溺 与:恥 室戸 必:心 掛機 十
品 の課題 と して軽視 し て き た こ と も 要因であ る と 考 え ら 湾問機 一点 、 臨《ι級 機鱗 ; 弘 警 こ三瀦 i+ れ る 。 一.. + 
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; 猿出没時に確実に， どの群か， ど こ か ら 出 て き た か ( 3 ) 群れバラ ン ス調整 に よ る 駆除
; ど こ へ帰っ て行っ たかな ど， 細部 に わ た る 内容が必要 今 ま で行っ て き た駆除方法は， 数多 く 駆除 を行う こ i
f であ り ， 研究所は も と よ り ， 農家の賓任者が出没時碓 と が第一条件であっ た が， 調査に よ り 加害群が確定 し +子に チ ェ ッ ク 仰 と と も に， す く 町担鵠へ連絡 た 後 比 研究所の助言 に よ り ， 加害群の 弱年齢個体 ;

どの群が出没 した か， どの場所に どの よ う な被害が出 や， 交尾期 に 限 り オ ス を駆除す る な ど， 各群のパラ ン +; たかな ど， 研究所の調査 日 以外の調査がポイ ン ト と な ス を調整 し な が ら の駆除 を実施 し た。 ; 
; り ， 昼夜 を問わずの調査が続いた。 ( 4 ) 定期的な勉強会の開催 ; 
t ( 2 ) 電気柵の効果測定 調査の中間報告会な ど猿害 に対す る 知識， 野猿の習 +
+ 第 二 に モ デ ル 地 区 内 の 被 害 の 一 番 多 い 水 田 約 3 性な ど， 対策協議会 を中心に 自 主的に学習 す る 機会 を +; ha， 延長約 1 km に， 高 さ 1 . 5�2 . 5 111， 電圧 6 ， 800� 重ね， 被害対策 に 関す る 意識 を 向上 さ せた。 ; ; 1 000 V ( ソ ー ラ ー シ ス テ ム ) の 3 種類の電気柵 を設 ; ; 置， ど の よ う な タ イ プの柵が一番効果がある のか， 測 2 今後の猿害対策 に 必要 な こ と i 
f 定 を行っ た。 今回の野猿調査に よ り ， 加害群の特定 お よ び行動パ f
+ 柵の設置 に つ い て は， 電気有lIfメ ー カ ーの指導の も と タ ー ンが確実 に把援で き ， 猿の被害 レベル も 特定す る +; に 受益農家， 叩当者が協力 し， 延 べ 日 数 15 日 聞 を こ と がで き た。 ま た被害 レベルに応 じた電気相111の構造 ii 要 し， すべて 自分達で設置 を行 っ た 。 設置後は行動調 に つ い て も 選定条件を明確にす る こ と がで き た と 思わ ;
+ 査 と 連動， 農家責任者 お よ び町担当者が連携 し な が ら れる。 '*'+ 
+ 測定 を進めた。 今後の対策 に必要 と 思われる こ と は， 調査 を行っ て +
+ い く う え で一番に感 じた ， 近接す る 市町村 と の広域的 +
01- .盟国E盤総臨猶馳 .�.�捌醐叫
+ 理頭理聖轟轟難璽議機綴欝鱒騒畿懇撃態議機蜘......鰭..... な連携であ る 。 必ず し も 加害群の行動ノT タ ー ン は一つ 4
i 欄轍鮒問機畿麟機嬢輔 の 町 内の み な ら ず隣接市町村に ま で及んで川 ， 被害 ik 

j 欝議fi芝燃費!機議議離轍贈 を発生 さ せ て い る のが現状であ る た め， 早期に近接市 j
+ 騒翠欝灘間繋変 山11tff!'1 . ‘ 雷雨時欄 町村 と の連携 し た対策が， さ ら な る 効果を上げる も の +総滋緩総経魁鋭部総長 ， 極措髭:.[11 ぷ然主凶滋議議
+ 銭欝露盤寵畿通溢織と�i 'f螺�量11 麟饗議選 と 思われる。 '*'; 麟翻縄議; 鴻斗f二 a論議選議 ま た， 電気相11臥に際 し で も ， 被害 レベルに応 じ た ;
; 鱗惑顔弘E選議 ':1L" ，担 《プ鳶警護 も の を選定す る こ と に よ り ， 過剰投資 を避け， 円滑な ;
f 麟機織脳悩 み \ζ 六機 被害対抗 つ な が る 。 そ し て 何 よ り も 農家， 行政担当 ;t lÞ議議離錨皮温線底斡 t，lf �/ '"九千 機�
f 議錨躍野ち費電区露翠弘ペー ‘ 行 謀議護 者な ど関係機関が一丸 と な っ て連携 し， 猿害対策 に前 fd晶 画田園圃，...-;.�;=:鋭毛必�元山輔闇置罰薄切.... 馬 シ μ! ぶ 先立総長窓、組認割弱
4 援態議愛護議総議室主主ぷ， 語紙絵 ぷ議議議 向 き に取 り 組んでい く こ と が一番の被害対策であ り ， + ; 電気柵の設置状況 地域の発展に も つ ながっ て い く も の と 思われる +

+ しofoofoofoofoキ日半日争中日中ofoofoofoofoofoofoofoofoofoofo宇中日+付村中ofoofoofoofoofoofo中ofoofoofoofoofoofoofoofoofoofoofo竹村争中ぷ

| 便利問用いただ問。 [J植物防疫」専用合本ファイル l
本誌 ! 年介 ( 1 2 冊) が簡単 に 製本 で き ま す。

く本誌名 金文字〉 本体 699 円 (税別 )
送料 390 円

・ 書柵 を 飾 る 美 し い外観 ・ 冊誌 を 傷 め ず保存がで き る

・ 取 り 外 し が簡単 に で き る ・ ビニ ー ル ク ロ ス で長期保存が で き る

ご希望の 方は， 現金 ・ 郵便振替で直抜本会へ お 申 し 込み 下 さ い
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